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１. 第 1 回Ａ区間自然再生作業ワーキンググループ会議の結果 

 

（１）日時 

    平成 19 年 8 月 26 日（日） 13：30～15：30 
 

（２）会場 

    霞ケ浦環境科学センター 多目的ホール 
 

（３）議事 

(1) Ａ区間作業の全体的なスケジュールについて 

(2) 水路掘削作業部会のリーダー選定 

(3) 草刈り作業部会のリーダー選定 

(4) 環境モニタリング部会のリーダーおよび各部門別リーダーの選定 

(5) 各部会における今後の活動方針の設定 

       （活動時期、活動内容、スケジュール調整等） 

(6) Ａ区間における看板設置について 

(7) 水路位置の設定 
 

（４）議事要旨 

1.  水路掘削作業について 

・ 重機については、高橋委員および城之内委員が提供可能である（パワー

ショベル、ダンプトラック等）。 

・ 水路掘削作業の具体的な工程等は、高橋委員、城之内委員、霞ヶ浦河川

事務所で調整し、協議会に報告する。 

・ 作業は安全第一に考え、重機による作業エリアと人力による作業エリア

を区別して実施する。また、安全管理については、重機作業を伴うため

誘導員を配置する。 

・ 人力作業に用いる道具は委員と霞ヶ浦河川事務所がそれぞれ準備する。

（道具は霞ヶ浦環境科学センターで保管することも可能である。） 

・ 作業は 10 月下旬頃の土日を予定している。 

・ 世話役（リーダー）は霞ヶ浦環境科学センターが担当する。 

 

2.  草刈り作業について 

・当面の世話役（リーダー）は、霞ヶ浦環境科学センターが担当する。 

・草刈り作業の実施時期については、現地の状況から来年の春以降と考えら

れるが、ゴミ等の問題もあることから、霞ヶ浦環境科学センターと霞ヶ浦

河川事務所が現地の様子を見る。 

・草刈作業の範囲は、裸地を中心とした平場が主な対象となる。また、今後

水路、ワンド等に生育してくる植生も管理の対象になる。 

     

 

3. 環境モニタリングについて 

・世話役（リーダー）は、石川委員が担当する。 

・植物、魚類（底生動物）に関しては、霞ヶ浦環境科学センターが開

催する自然観察会の中で実施する。 

・植物調査に関しては鈴木委員を責任者とする。 

・魚類調査に関しては、石川委員を責任者とする。 

・景観調査に関しては、山根委員および浜田委員が担当する。また、

調査内容に関しては平井先生にご指導いただく。 

・ 両生類、は虫類、哺乳類、鳥類、昆虫類に関しては、河川水辺の国

勢調査の一環で実施する。 

・ 環境モニタリングの具体の内容、調査時期等については、実施され

る方々が個別に検討し実施する。 

 

4. 現地における作業（水路位置の設定） 

・現地においてワンドの間を結ぶ水路の掘削位置等を決定した。 

・環境モニタリングにおける景観調査の撮影位置を選定した。 
 

（５）参加者 

 

所属等 参加人数 

専門家  2 名

団体 1 名
公募委員 

個人 8 名
9 名

茨城県 2 名
地方公共団体 

土浦市 1 名
3 名

国土交通省 霞ヶ浦河川事務所 1 名
関係行政機関 

独立行政法人水資源機構 利根川下流総合管理所 1 名
2 名

16 名
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